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今年を象徴する漢字一字　「輪」
　昨年はパリオリンピック（メダル 計45個 金の数で３位）、パリパラリンピック（メダル 計41個 金の数で
10位）がフランスの首都パリを中心に開催されました。日本人アスリートの全力プレーによるメダル獲得数
は、自国民として誇らしい結果であり、すべての選手を称えたいと思います。
　一方では、令和６年度能登半島地震をはじめ、度重なる豪雨災害等が全国を襲いました。
　五輪と当協会員がひとつの輪になって災害に立ち向かう姿に願いを込めて、「輪」を選びました。
 （福島県支部 会員№724　渡部 幸児）
【揮毫いただいた方のご紹介】
鎌田 夏帆さん　高校３年生、書道10段（秋田県支部 会員№784 鎌田賢一さんのご令孫）

　また新しい年が始まりましたね。ひとつの区切りとして、健康と安全を祈り、充実
した生活を送っていけるようにと願うところです。
　本会報ですが、皆さまのおかげさまをもって、またこうして発行することができま
した。広報委員会一同ここに感謝を申し上げますとともに、引続きご協力をお願いい
たします。
　さて私事ではありますが、昨年９月に車を買い替えました。車も消耗品ですので10
年ぶりの更新でした。「自動運転」という言葉をよく耳にする昨今ですが、それには
及びませんが運転支援の機能が充実しており、初老の私にはとてもありがたいことで
した。
　話はそれますが、昨夏のパリオリンピックで銅メダルを獲得した馬術チームが、「初
老ジャパン」を名乗ったことに違和感を覚えました。古く（平安時代）は40歳の異称
という記述もありますが、平均寿命が長くなった現代では、一般的には60歳代を指す
言葉ではないでしょうか。
　さて、ご存じの方も多いと思いますが、ちょっと紹介したいと思います。
　走行中に前の車に近づきすぎると制動がかかったり、夜間のハイビームが対向車の
有無に応じて自動的に切り替えられたり、交差点で信号が青に変わったことに気付か
ないでいると「信号を確認してください！」と教えてくれたりもするんですね。親切
なんだか生意気なんだか微妙なところもありますが、すでに何度もお世話になってい
るのが実情です。
　我々、電気管理技術者の仕事の上でも、安全を支援してくれるシステムの必要性を
感じる今日この頃です。経験豊富な会員皆さまより色んな工夫をどしどし投稿してい
ただき、この広報誌を通じてお伝えしていけたらと思います。

（広報委員長　栗田浩二）
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